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BCPマニュアルの策定に合わせて
団地組合の体制強化
BCPマニュアルの策定に合わせて
団地組合の体制強化
BCPマニュアルの策定に合わせて
団地組合の体制強化
BCPマニュアルの策定に合わせて
団地組合の体制強化

往年の名車・希少価値の高い旧車が集合

創立総会の様子

BCPマニュアル普及講習会

笛吹市管工事協同組合笛吹市管工事協同組合

●協同組合山梨県流通センター

　協同組合山梨県流通センター（栗山直樹理事
長　組合員64社）では、組合と組合員企業のBCP

（事業継続計画）マニュアルを作成し、6月27日に普
及講演会を開催した。当日はマニュアル策定にかか
わったコンサルタントから防災・減災のための基礎知
識や組合が作成したBCPマニュアルの活用方法な

どの説明があり、団地入居企業から50名以上の参
加者があった。
　組合では、今回のマニュアル策定にあわせて、防
災ハンドブックやポケットマニュアルも作成、団地内
の事業所に勤務する約1800名の全従業員に配布
し、団地全体として事業継続の体制強化に努めるこ
ととした。
　また、組合では、組合と組合員事業所との間で
メールによる災害連絡網も構築し、従業員の怪我人
の状況、建物の損壊状況、救助要請の有無、災害
時の対応出動の可否等を事務局で把握できるよう
にした。あわせて、防災倉庫に発電機、救助工具、
無電源浄水器などの救急救命機材を中心とした備
蓄品の充実を行うとともに、食料品卸等を営む組合
員との間に緊急時の食料等の提供（有償）の協定
書を締結し、非常時の備えを充実させた。

　栗山理事
長は「組合員
が 所 有して
いる地下タン
クを活用した
組合の非常
時の事業用
ガソリン2万
リットルの備
蓄に加え、組合員からの非常時の食料提供協定の
締結などの支援体制の強化を行ったが、これは異
業種の団地組合だからこそできる独自の取り組み。
組合としては、これからも組合員への安心・安全のビ
ジネス環境の提供をコンセプトに、組合に加入して
いることの価値を高めるための事業展開をしていき
たい。」と語ってくれた。

●石和温泉旅館協同組合

　石和温泉旅館協同組合（河野佳一郞理事長　
組合員34社）は、純和風旅館から近代的なホテルま
で、顧客の嗜好やニーズにあわせた宿泊プランを提
供できる温泉観光地のホテル旅館協同組合として、
本年で50年を迎えた。
　石和温泉は、昭和36年の冬に石和町内のぶどう
園から湧いた高温の湯が付近の川に流れ出し、近
隣の農家等の農閑期の湯治のための「青空温泉」

として活況を呈した。その後温泉地として発展、温
泉旅館等が増える中で昭和42年に組合が設立さ
れた。
　以来、組合では、宿泊の紹介だけでなく、石和温
泉の共同宣伝、行政とタイアップした観光事業の推
進、周辺の観光資源の開発など幅広い事業を展開
してきた。
　6月17日から2日間開催された「石和温泉郷クラ
シックカーフェスティバル」は今年で第7回目となり、
国内外の往年の名車300台余りが集結し、全国の
オールドカーマニアからの注目のイベントとなりつつ
ある。また、7月20日～8月20日までは組合が中心と
なり実施する「石和温泉連夜花火」が行われ、8月
21日の石和温泉花火大会をグランドフィナーレとし
て真夏のイベントは行われる。
　河野理事長は、「組合で行うイベント・各種企画

事業は石和温
泉郷の集客に
効果的に結び
ついている。さ
らに、日本一の
桃・ぶどう郷、
笛 吹 市として
農村資源や多くの歴史資源等も活用して、県内外へ
のPR活動をより活発に行うとともに、3年後に控えた
東京オリンピック・パラリンピックに向け、全組合員
Made in JAPANのおもてなしを心がけ、外国人観
光客の受入体制の整備に努めていきたい。」と語る。
　詳しいイベント内容、宿泊等問い合わせは、
　　●Tel 055-262-3626(代)
　　●http://www.isawaonsen.or.jp/

　組合事務局まで

色とりどりの花火で飾る石和の夜

New association introduction

　上下水道、特に上水道は地域住民のライフラインと
して最も重要な役割を担っている。水道水の供給や下
水処理は行政の役割であるが、上下水道の配管の敷
設や管理は民間の管工事業者が担っており、行政と民
間が密接な連携をとって地域のインフラの維持に努め
ている。
　笛吹市は上水道及び下水道ともに普及率は高く、給
水区域も幅広い。これまで笛吹市内の上水道の夜間
休日等の漏水緊急工事は、市内の管工事業者が任意
グループとして対応してきた。このたび市内の9業者が

笛吹市管工事協同組合として法人化、責任を持って緊
急工事に対応できる体制を整備し、行政の信頼に応え
られる組織体制の確立を目指した。
　組合では近年各地で発生している大規模自然災害
時など非常時においても市民生活に欠かせないライフ
ラインの復旧と確保を迅速に行うために、各社の経営
基盤を盤石なものとするための対応が必要であると考
えている。そのために、個々の事業者の技術力や対応
能力の向上に組合として組織的に取り組むことも、組
合の重要な事業として位置付けている。上下水道の配
管は地中に敷設され地上からは見えないことから、緊
急時に地域の状況を熟知した地元の事業者が行政と
組織的に連携を行うことが、地域の安心安全の確保に
直結する。

　また、組合では建設業の許可を取得し、受注―施工
体制を強化することで官公需適格組合証明の取得も
目指している。あわせて、共同受注事業をベースに、組
合組織を活用して組合員事業所の人材確保や工事資
格の取得による人材育成を行い、各組合員の企業経
営基盤の確立と技術水準の向上にも積極的に取り組
み、業界の存続と発展を目指していく。

　新組合紹介新組合紹介
組織の力で地域のライフラインを守る組織の力で地域のライフラインを守る

理事長／土屋　淳（有限会社ツチヤ設備）
組合員／9社
出資総額／3,600,000円

組合で作成した
BCPマニュアルと防災ハンドブック


